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議第９４号 

 
 

南丹都市計画生産緑地地区の変更について 
 
 
都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項において準用する 

 
同法第１９条第１項の規定に基づき、南丹都市計画生産緑地地区を次のとおり 
 
変更する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



南丹都市計画生産緑地地区の変更 (亀岡市決定) 

   
   

都市計画生産緑地地区を次のように変更する。 
 

地 区 番 号 位  置 
面 積 

(ha) 
備  考 

１８ 亀岡市千代川町小林美都路 約 0.11 
地区の一部廃止 

（約 0.1ha 廃止） 

２９ 亀岡市千代川町小林下戸 ― 
地区の全部廃止 

（0.21ha 廃止） 

（既決定地区）

140 地区 
140 地区 約 33.72 上記変更に係る地区を除く 

合 計 140 地区 約 33.72  

 
「位置及び区域は計画図表示のとおり」 
 

理    由 
 

買取申出により行為制限が解除されたもので、生産緑地としての機能が保全されなくなっ 
た生産緑地地区の全部又は一部を廃止するため、変更を行うものである。 

 



 

新  旧  対  照  表 

 新 旧 備     考 

面積（ha） 約 33.72 約 34.03 
地区の全部廃止 △  0.21ha 
地区の一部廃止 △約 0.10ha  
合     計 △約 0.31ha 

地 区 数 140 141 地区廃止 △１地区 

 
 



変 更 理 由 説 明 書 
 
 現在、本市においては、市街化の動向を勘案し、都市的土地利用との調整を図りながら

市街化区域内における環境機能の優れた農地等を計画的に保全し、良好な市街地環境の保

全を図るため、都市計画法及び生産緑地法に基づき、１４１地区、約３４．０３ｈａを生

産緑地地区として都市計画決定している。 
 今回、都市計画の変更を行う地区番号１８、２９は、主たる従事者の故障により生産緑

地法第１０条の規定に基づく買取りの申出があり、農業従事を希望する者がこれを取得で

きるよう農業委員会に取得のあっせんを依頼したが希望がなかったため、行為制限が解除

された生産緑地を廃止するものである。 
 なお、今回の変更により、生産緑地地区数は１地区廃止し１４０地区、生産緑地地区面

積は約０．３１ｈａ廃止し約３３．７２ｈａとなる。 
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